

































































































オン号の長州藩への引き渡しもさることながら、今や薩摩藩の藩士や陪臣 して召し抱えられてい 粗暴 社中メンバー
4の帰藩を強く依頼していた。これに対し、小松はユニオン号の長州藩への譲渡を藩主に承認させるとし、まずは社中メンバーをユニオン号で送り届けてくれるように伝えていることが確認できる。
一方で、木戸は坂本龍馬宛書簡（正月二十三日）の中で、























































睦とノ事 との問いに対し、 「薩藩と者殊之外親睦相成、蒸気船も一艘薩州周旋ニテ取入相成、船印之義も矢張薩印ニテ方々回 為致候、其外何歟共ニ御依頼之事ニ御座候、桂小五郎義も舊冬上京相成西郷氏ニ面曾 テ 帰國直 山ロヘ参居申候、高杉義も只今ハ山口へ出居申候とノ事 桂ハ薩ノ船ニ乗組上下致候事」との長州藩士某の回答が記されている。ユニオン号の名 借り購入、木戸上京および西郷との会談の事実が僅か二ヶ月ほどで正確に伝わっている。中山は抗幕的廷臣の代表とは言え、ここまで薩長融和が朝廷内で喧伝されていたことは注視すべき事象である。
村田新八・川村純義の派遣という、ユニオン号事件の解決







6故、孰れ寡君相談之上ならでは不相捌と申事に御坐候。薩国元においても彼是疑惑を生し候ものも不少候様相聞候に付、一応御挨拶として内々御使ひでも御差遣に可相成哉。御直翰でも参り候得は直更よろしく、黒田 此辺の処大きに望み居申候」と、木戸からユニオン号の譲渡依頼があったものの、藩主間レベルの問題であり、薩摩藩主に相談しなければ進展しないとの黒田の見解を伝える。そ て 薩摩藩に 薩長融和に異論も少なからず生じて るので、使者 派遣して挨拶をした方が良く、その際には長州藩主 直書を持参すれば尚更よく、黒田もこの処置を大い 期待していると伝える。
また、黒田本人から木戸に申し入れることは憚れるとした
















薩人英夷応接近々有之由に而、小松、西郷なども西行之由御坐候」と、伊藤からも聞き及んだ通り、薩摩藩は英国の応接を近々するために小松帯刀・西郷吉之助が帰藩するらしい。高杉自身も「昨年春輔同行崎陽罷越少々及談話候訳も有之」 、ついては、 「此度春輔同伴薩人の末席に相加候はゝ、外国人え之都合至而宜敷、且御国御為之一因に可相成事に付 別人を被差越儀候 ゝ、弟え被仰付候はゝ、難有奉存候」と、伊藤と共に「薩英会盟」の末席に連なれば英国人との関係も良くなり長州藩の国益にもなるとして 高杉にそ 役目を仰せ付けて欲しいと希望した。
また、 「和議以来は応接も致来候儀に付、都合は至而宜敷

















8弊国之義ハ昨年申上候通、此節ニ至り候而者敵軍隣境迄相迫り、挙国憤激之折柄ニ付 何時開兵端 も難計、他年之見留相立兼候得共、幸ニ相支へ歳月を歴候事 有之候半、富強之実相立皇威回復之策可有之歟と相考 、益尊藩と者御交誼不相渝様致、御懇切度微志候間、何も御洞察奉祈候、昨年蒸気船小銃等件々御頼仕候処、御嫌疑御憚も無之速ニ御取計被成下、弊国之大 無此上事ニ座候、右ニ付而者御礼萬々紙上ニ難尽候積事為御挨拶、谷潜蔵と申者江委細申含差遣候間 宜御聞取可被下 、恐惶謹白
これによると、天下の形勢は色々と変転しており、朝威の










当御邸にて市来引請、御書相渡幷御進物等も差出、御使者相済せ候事に御坐候 鹿児嶋迄参不申と 、随分薩 の面様も
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相明り候事御坐候」と、藩主父子の書簡の内容を説明し、その書簡および進物などを市来に渡し、薩接使 任務 ここで終了してしまった。高杉は伊藤と共に上海への密航を企てており、薩接使にはあまり関心を持てなくなっていたことも相俟って、淡白な対応になった。なお、その密航計画は長州再征が間近に迫ったことから、グラバーの反対もあり実現 しなかった。
薩摩藩にとっては、その時点での薩接使は必ずしも欲して


















かった旨、申し送った。これは、返礼使から九州の事情を聞取り、かつ薩摩藩への伝言等があれば都合が良いこと、また、 「爰元に而為受取候も余り疎略候付」と判断したためであっ 。なお、返礼使が伊藤を訪ねた事由は、高杉 の要請に基づいたものと窺われるが、総じて薩長融和における伊藤の役割は看過できない
岸良らは九日に山口入りし、翌十日には世子広封との謁見









































く、一方で諸藩には即日に回覧が叶った。また、 「蒸気船二艘着坂 多人数上京、会なと大狼狽之処へ当邸よりの上書は有之、続きて陳情書も差出旁都合よろしく御同慶奉存候」と、薩摩藩の二艘の軍艦が大坂湾に入港 、多数の兵士が入京したため 会津藩は非常に狼狽している。
そして、このタイミングで前日の二十一日に薩摩藩からの
幕府の失政を挙げ、長州再征に大義名分がないことを論じ、寛典に処して国内を整えて対外問題に対処して中興の功を遂げることを求めた建白書も提出された。それ 引き続 ての陳述書の差出は、実に都合が良いと木戸 伝えている。当初は時期を見合わせるよう した陳述書を、薩摩藩 積極的に朝廷・諸藩へ伝達・回覧している事実は看過できない。後述する通り、確かに長州再征への出兵 拒否していたものの、あからさまに長州藩と同一歩調を取っていること 隠蔽していたが、ここに至り、薩長両藩は連携している事実 満天下に公表したことになる。
なお、 「大手よりは親玉様（慶喜）へも通 不申故、裏手
より二通程手を付置候間、是又御承知可被下候（略）帥宮様其外へも直に写 差出 置候。堂上方も内実は余程御憤懣之御様子なれ共、如何せん御微力にて致し 無御坐候」と、慶喜や有栖川宮熾仁親王まで配布をしていることが確認できる。一方で、廷臣は幕府のやり方に不満を抱いていても、対
抗できるだけの力がないとして、忸怩たる思いも吐露している。いずれにしろ、品川は木戸と連携しながら京都での周旋を展開しており、薩摩藩の後ろ盾があるだけに、朝彦親王・二条斉敬・一会桑勢力にとっては厄介な存在であったことは間違いない。
ところで、慶応二年二月七日、老中小笠原長行は広島に下




喚し、禁門の変の罪を断じて十万石を削減し 敬親を蟄居隠居、広封を永蟄居に処 元 に二 六万九千四百十一石を給して家督とし、家政一新・領内鎮静に努め 家老（益田右衛門介・福原越後・国司信濃）の家名を永世断絶すること
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を申し渡した。加えて、藩士十二名（高杉晋作・木戸孝允・小田村素太郎・村田次郎三郎・佐々木男也・広沢真臣・天野謙吉・北条頼兵衛 前原一誠・林主税・山県半蔵〈宍戸備後助〉 ・太 市之進）を広島に出頭させることなどを命じた。そして九日、小笠原は宍戸備後助・小田村素太郎を突然拘禁し芸州藩に預けた。
 
五月十八日、吉川経幹は芸州藩主浅野茂長に仲介を依頼す





















と、幕府の西郷に対する嫌疑の風聞の真偽も吉井から板倉に尋ねた。それに対し、板倉はこうした事実は一切なく、そのような説を指示したら大変なこと なると、大いに驚愕している様子を伝えている。板倉が一切を否定 ているように、本件は事実には反すると考えられるが、 のような過激な言説が実しやかに喧伝され ことは看過できない。 「小松・木戸覚書」の交渉時や寺田屋事件後の西郷の動向などが幕府によって探知され、そのことによって 幕府の薩摩藩・西郷に対する過度な警戒心が存在したこ が確認できよう。
ところで、この段階での薩摩藩の在京要路の布陣である





















モ、天下ノ乱階ヲ開カセラレ候事実明白ニ 座候」と、ついに今日に至り 長州再征の日時が沙汰されたが、内乱に発展することは明白であるとして征長の非を論じた。更に、 「朝廷ヨリ時世相応ノ御処置ヲ以テ、寛典ニ処セラレ候御達ノ趣意モ在セラレ候処、 奉戴無之由伝聞仕リ、天下ノ衆人物議喧々、恐惶ニ堪ヘザル次第ニ御座候」と、朝廷の長州藩に対する寛典論を無視したために国内で物議が沸き起こっ おり、恐懼に耐えないと訴える。
続けて、 「征伐ハ天下ノ重典国家ノ大事 後世青史ニ恥ザ
ル名分大義判然ト相立チ、其罪ヲ鳴シ、令ヲ聞カズシテ響応イタシ候様ニ無之テハ、至当トハ申シ難候」 は天下国家の一大事であって後世の正史 恥じるこ がない大義名分を立て、その罪を鳴らして 朝命を聞かずに対応する
ことがないようにしなければ、至理至当とは言えない。そして、 「天理ニ相戻り候戦討ハ、大義ニ於テ御受ケ仕リ難候、仮令出兵ノ命令承知仕候トモ、止ムヲ得ズ御断申上候間、御聞届下サレ候様奉願」と、自然の道理に反する戦争は大義において拝命し難い して薩摩藩の出兵を辞退し、これは京都要路から言上するように言われたと締めくくった。これに対し、板倉は論弁して却下しようとし が、大久保は 駁して拒否の姿勢を貫いた。
四月十七日、上申書が一方的に戻されことから、大久保は














 朝廷寛大之御趣意を以、内外危迫之砌、長州御所置之儀、至当を失シ、禍乱を生候而は不相済 大勝父子召呼之儀、暫く閣き、何分早々致上洛候趣、重而御沙汰相成候得共、終ニ御再討御進発と被仰出、大軍を引き 出張相成 事、御趣意 奉戴無之第三ケ条
④
　
 御進発之序、御上洛 参内相成候処、 内実寛大之御趣意を以御真翰被成下候御賦之処、推而御拒ニ相成、 樹公江勅語を以云々御直達 尚関白様御書ニ而被相渡を、終ニ閣老より御返上相成候儀、上下顛倒、不敬之大罪御趣意御奉戴無之第四ケ条
⑤
　
 御下坂之上軍勢を張、諸候江 出兵之手当を被仰渡候儀、 趣意御奉戴無之第五ケ条
⑥
　
 昨九月廿一日長州御征伐勅許 申受之節は 折柄摂海江異人致来船、内外未曽有之御大事ニ付、賢候を被召 天下之公評を以 至当之御所置被成度御趣意ニ 御評義相成候得共、是非 拒被成 強而 許御申乞相成候
条、御趣意御奉戴無之第六ケ条
これによると、公武合体がなされていないとし、その根拠
として長州征伐後の将軍上洛の朝命拒否、長州藩主父子・五卿の出府を求める暴令、朝命を無視した長州再征と銘打った大軍を伴う将軍の率兵上京 参内時に寛大の処置を求める宸翰を拒否し、大坂で諸侯に出兵を求めるなどの不敬の大罪、長州再征の勅許を獲得した際、外国艦隊が摂海に闖入したため、内外で未曾有 事件 勃発と捉え、賢侯を招集して至理至当の処置 すべき の朝命 峻拒を挙げてい 。
大久保は続けて、 「天幕御一定と御沙汰承知仕候而茂、





請取難申上段申切候」と、幕府が反正して言上の内容を聞き及ばない限り、建言書の差し戻しは認めがたいと申し切った。理詰めの申し分のない幕府批判・出兵拒否事由であるが、一藩士に過ぎない大久保が老中に対して、ここま の暴言をぶつけることが可能であったのは、幕府の権威失墜もさることながら、薩摩藩に対する幕府 過剰なまで 警戒と遠慮があったからであろう。
これに対し板倉は、建言書は一時預かりとし、後日、在京

















の判断は久光 許容範囲の中で 行動であった。島津伊勢・岩下方平といった在京家老や上方留守居役は一致団結して薩摩藩の基本方針に沿った中での出兵拒否に邁進しており、その中心にいたのが大 保であった。
薩摩藩の努力にも拘らず、幕長戦争は秒読み段階となっ






















小松帯刀による名義貸しの承認から長州藩の武器調達が実現し、これを画期に薩長融和は飛躍的に伸展した。この事実を踏まえ 翌二年一月 「小松・木戸覚書」が成立し、薩長融和は一つの到達点に達した。しか 、薩長間には乗り越えなければならないユニオン号事件の解決という大きな障壁が存在していた。本件の早期決着の必要性は薩長間で共有されており、特に小松と木戸にとって喫緊の課題と て認識されていた。
小松は「小松・木戸覚書」成立の直後、大至急軍艦を手に





はイギリスとの関係を最優先し、急速に親密度を上げていた。長州藩はその動向 逸早く掴み、薩摩藩が進める「薩英会盟」路線に加わることを模索した。その中心人物が高杉晋作であり、伊藤俊輔と共に藩廟から正式に薩接使に任命されることを繰 返し懇請した。これに対し、 「小松・木戸覚書」以降、藩廟の中心に座った木戸は、その要求を認めて藩主父子の島津久光父子宛の書簡を託した。しかし、高杉のは薩摩藩側から受け入れ態勢が整っていないことを事由 難色を示されて実現に至らなかった。「小松・木戸覚書」の最大の成果として、品川弥二郎の京都潜行があった。当初の在京の薩摩藩要路は幕長戦争の勃発の可能性は低いと考え おり、品川の情報探索や陳情書等による朝廷・諸藩等に対する長州藩復権に向けた周旋活動を強力にサポートするに止まっていた。しかし、四月に至って老中小笠原長行が長州藩 対して最後通牒を行ったことから、俄然政局は混迷を極め開戦が現実味を帯びてきた。 「小松・木戸覚書」の成立後、小松・西郷吉之助らが藩政改革の推進のために帰藩しており、大久保一蔵が中央政局の舵取り していたが、この段階で老中板倉勝静に対し出兵拒否を申し入れた。幕府は大久保からの上申書を却下したものの、大久保
は板倉との再面談を執拗に求め、幕府のこの間の対応を激しく非難し、出兵拒否を貫く姿勢を崩さなかった。
本稿では、 「小松・木戸覚書」の成立後に村田・川村が長
州藩に派遣され、ユニオン号の鹿児島回航となった経緯を考察し、木戸が両者の来訪を自身の政治的権威の大幅な上昇に結びつけたことを明らかにした。また、その後遅々として進まなかった解決 向けたプロセスは、薩接使の役割を果たせなかった高杉が長崎 居た五代友厚に要請したことから、五代の尽力によって岸良・平田の派遣 繋がり、ユニオン号事件が最終決着 至 ことを論証した。なお、朝廷・廷臣が「小松・木戸覚書」前後の薩長関係、例えば長州再征に対する西郷の認識やユニオン号の名義借り購入、木戸の上京および西郷との会談、寺田屋事件などの情報を数ヶ月の間にかなり正確に掴んでいることを明示した。
また、高杉が「薩英会盟」に長州藩も加わるため、繰り返




薩摩藩のサポートについて、その具体的な実態を解明し、この段階で朝幕双方からの嫌疑など意に介さない、薩摩藩の州藩支持の強力な意思が存在 ていること 明示した。なお、 「小松・木戸覚書」成立直後に幕府が西郷を捕縛・処刑するとの風聞があり、薩摩藩 板倉老中に真偽を質すほどの対応を取っていることを指摘し、幕府 薩摩藩・西郷に対する過度な警戒心が存在したことを論じた。
加えて、大久保の幕府への出兵拒否の申し入れおよび幕閣
の対応の経緯を考察し、建言書 受理を拒む には至理至当がないとして痛烈に非難する状況やそ 根拠を明示し、その言動 可能であった事由 して、薩摩藩に対する幕府 過剰なまでの警戒と遠慮があったことを指摘した。また 大久保の周旋活動は久光の許容範囲内での行動であり、実際に久光が事後承認している事実を明らか した。「小松・木戸覚書」の成立によって、薩長両藩は急速に結束を固め、人的交流が飛躍的に拡大し、真の同盟関係が構築され始めた。そこに幕長戦争 勃発したため、薩摩藩の長州藩に対する支持を精神的支柱として、長州藩は幕府軍を撃退することに成功する。一方で、薩摩藩は「薩英会盟」 推











































元年六月二十六日長崎着）に購入船（海門丸）の運用のために同行した龍馬以外のメンバーからなっており、小松配下の土佐藩脱藩浪士を中心とする一団を指す。この段階では、彼らは龍馬とは一切関係がなく、薩摩藩・小松の庇護の下 「社中」と自らグルーピ グしていたに過ぎない。彼らの一部は薩摩 の海軍建設のため、この段階で薩摩藩から藩士（または陪臣）として認められ薩摩藩士として行動していたと考える。傍証として、例えば白峯駿馬・陸奥宗光は慶応元年に何礼之の英語塾に薩摩藩士として藩費で入塾しており、白峯の墓石には「寄身小松帯刀」とあり、小松の従者（陪臣）であった可能性が高い。また、近藤長次郎が葬られ 皓台寺（長崎）の過去帳では、 「薩州上杉宗治」とある。
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11） 『西郷隆盛全集』二（一五〇～一五一頁）によると、岩下方平書簡（大久保一蔵宛、五月二十八日）の記述の中に、藩主茂久の添書を提出したところ、 「老中板倉は、薩摩藩との往復は数十日を要する筈であるのに、直ちに藩主名義の書面を提出したのは、在京藩士の独断であろうと責めた。これに対し岩下は、京都 留の薩摩藩重役は、藩主の名代として全権を委任されていると主張して、屈しなかった」との内容が含まれるとされ 。しかし、該書簡にはそのような記述がなく、藩主添書（一五四頁）は「四月」 なっており また、同文書が「薩州侯建白（長州征討拒絶） 」と称され いる『忠義』
（史料番号六九、七二頁）では、 「二月」とされている。いずれにしろ、これは 十四日に大久保が建言書を提出した前後 添付しようとして作成し も 、それを見送ったものと推察する。なお、作成事由は不分明なら、 『忠義』四（史料番号一八六、一七五頁）では、ほぼ同文の「寅六月」のものも掲載されている。
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（
11）西郷吉之助書簡（大久保一蔵宛、五月二十九日、 『西郷隆盛全集』二、一四二～一四九頁） 。なお、小松帯刀も「長州御所置云々之事共ニ而、度々御下坂不容易御尽力之次第委曲承知、実ニ大 之御場合不一方御尽力、為天下大悦感佩仕候、其末如何成行候事欤と掛而苦心仕候、乍此上宜敷御周旋偏ニ御願申上候」 （小松帯刀書簡
（大久保一蔵宛、五月十日、 『大久保利通関係文書』三、二二二～二二三頁）と大いに大久保を称賛し、引き続きの周旋を依頼している。
（
11）家近良樹『西郷隆盛と幕末維新の政局』 （第四章「慶
応二・三年の政治状況と薩摩藩」 、ミネルヴァ書房、二〇一一年）参照。
（
11）篠原国幹・黒田清隆書簡（大久保一蔵宛、六月五日、
『忠義』四、史料番号一六五、一五二頁）
（
11）中岡慎太郎書簡（黒田清綱・川畑篤行・大山綱良宛、六月四日、 『忠義』四、史料番号一六五、一五一～一五二頁）
（
11）この間の事情は、前掲『新説
　
坂本龍馬』 （十三章
「龍馬社中と土佐藩復帰」 ）参照。
